


ごあいさつ

日本歴史言語学会副会長

田口　善久

　ここに『歴史言語学』第 8 号をお届けします。本号には、イタリア語における特定の動詞

表現が示す構造的位置づけの歴史的変化に関する研究論文と、2018年大会における公開シン

ポ「認知と歴史言語学: 文法化・構文化と認知の関係性」に対する趣旨説明ならびに四本の

基調講演概要が収められています。ご寄稿くださった方々ならびに編集委員会の方々のご尽

力に心からの感謝を申します。

　菊澤律子会長とともに執行部として理事会の仕事に携わって 2 年が過ぎました。この 2 年

間の理事会の業績には大きなものはありませんが、本学会の大会にシンポジウム開催を盛り

込んだこと、学会運営の簡素化を図ったことをささやかな成果としてご報告させていただき

たいと思います。前者については、「学界の潮流」というものを、リアルタイムでかつ当事

者の口から直接会員にお届けすることが学会の重要な任務のひとつであると考えたからです。

2017年の大会では「系統樹」をキーワードに近年リバイバルした系統研究を取り上げ、

2018年大会では本号に要旨が掲載されている文法化研究をクローズアップしました。今後

も、そのときどきの理事会が「熱い」と感じている話題を取り上げて会員に届けていってほ

しいと願っています。

　後者の点については、学会の持続可能性を高める試みということです。本学会は、小さな

学会ではありますが、立ち上げ時に活躍された先生方の高い能力に支えられて私たちの代ま

で来ておりました。今後の理事会の運営が、そのような能力に恵まれなくても続けていける

よう、ウェブサイトの運営の外部委託、会計処理の簡素化などに努力しました。

　最後になりましたが、会員の皆様のご支持に深く深く感謝します。今後とも「時とともに

姿を変えることば」を皆様とともに見つめていきたいと思います。引き続き、本学会にお力

添えをいただけますよう心からお願いいたします。

2019年12月17日

於 千葉
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